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科目名 
 

心理学実験実習Ⅰ 

対象学科・学年 
  教育教福2回生  
   
   
  
  

担当者 
 
和田野 康子 

授業テーマ 
 心理学実験を通して、心理学研究法の基礎を学ぶ 
授業の概要と目標 
 下記に示すテーマの心理学実験に参加し、データの収集と分析のしかたを学習する。また結果を報告するためのレポートの書

き方を習得する。 
 本科目の履修は、心理コース専攻学生のみとする。 

評価方法 
 出席状況と、テーマごとに提出する実験結果のレポートの評価を総合して評価する。 

テキスト 
 なし 
 必要に応じて資料を配付する。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  
１．①オリエンテーション 
    ②「両側性転移」実験の事前指導 
２．「両側性転移」の実験実施 
３．「両側性転移」の実験実施 
４．①「両側性転移」実験結果の整理   

②レポートの書き方の説明 
５．①「両側性転移」実験のレポート提出 

②「ミュラー・リヤーの錯視」実験の事前指導 
６．①両側性転移」実験のレポート講評 

②「ミュラー・リヤーの錯視」実験実施 
③ｔ検定の説明 

７．「ミュラー・リヤーの錯視」実験の結果の整理 
８．①「ミュラー・リヤーの錯視」実験レポート提出 

②実験「触２点閾の測定」の事前指導 
  ９．①「ミュラー・リヤーの錯視」実験レポートの講評 
    ②「触２点閾の測定」実験実施 
 １０．①「触２点閾の測定」実験の結果の整理 
１１．①「触２点閾の測定」実験のレポート提出 

②「要求水準―目標設定行動と満足感」実験の事前指導 
１２．①「触２点閾の測定」実験のレポート講評 

②「要求水準―目標設定行動と満足感」実験の実施 
１３．「要求水準―目標設定行動と満足感」実験結果の整理 
１４．「要求水準―目標設定行動と満足感」実験レポート提出 
１５．「要求水準―目標設定行動と満足感」実験レポートの講評 
  

 

 


